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に小 さいもの,あ るいは伸展性が著 しく不良なも
のと定義 され,そ の原因として,火 傷,水 癌,外
傷などによる口唇の欠損と瘢痕拘縮,唇 裂や口唇
癌 などの手術 が挙 げ られてい る1)。萩原 ら2)は,
小口症患者の口裂周囲長 を測定 し,190mm位に
な る と印 象採 得,義 歯 装 着 が 困 難 とな り,
160mm以下になると印象採得や補綴装置に工夫
を施すことが必要 となると報告 している。特 に,
印象採得に際 しては,一般的な全顎用 トレーの挿
入が困難であることから,2分 割 した トレーを口
腔内で組み立てる,い わゆる分割 トレーが応用 さ
れてきた3～8)。しかし,分 割 したそれぞれのパ ー
ツを口腔内で組み立て,か つ撤去後 に再度正確 に
組み立て直す ことは容易ではない。
今回,著者 らは小口症患者に対 して,分割 トレー
を応用 した印象採得を行い,部 分床義歯を製作,
装着 したので,そ の概要 を報告す る。


















ら算出す ると140mmとなり,歯 科治療 がきわめ
て困難な状態と判断した(Fig.1)。
口腔内所見は,上 顎左側犬歯と第二小臼歯が残





















2.治 療 方 針
患者は部分床義歯の不適合による咀嚼障害を主














概形印象は既製 トレーを用いアル ジネー ト印象
で採得 した。既製 トレーは通常よりも小 さめの網
(44)












整形 した。アルジネー ト印象材 を練和 して,口 腔
前庭部に圧入し,残 りを トレーに盛 り上げ,口 腔
内に圧接した。アルジネー ト印象材の硬化を確認
後,印 象材と口腔粘膜 との問にシリンジで圧搾エ
ァーを入れ,ト レーごと口腔か ら撤去 した。 この
とき,ト レーを挿入 した時よりも口腔前庭部に印
(45)
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Fig.7Sectionaltraysofupperjawwereremoved
separatelyandreassembledexactly.
象材が盛 り上が り,印 象の撤去が困難であった。
印象を口腔外に取 り出す瞬間に口角部に軽微な裂

























起 と,それに対応す る開窓部で一体化す る構造と
した(Fig.6)。
上下顎とも,印象を口腔外で再度組み立て(Fig.
7,8),常温重合 レジンで トレー間を固定 してか
ら石膏を注入 し,作業用模型 を製作 した(Fig.9)。
3.補 綴 装 置
上顎の部分欠損には,左 側犬歯と第二小臼歯を
























咬合採得 した咬合床 を基に,作 業用模型 を咬合
器に装着 し,人工歯 を排列 して口腔内試適を行っ
た。その後,通 法に従いフラスコ埋没,レ ジン填




修 正 し た。 義 歯 床 辺 縁 に 義 歯 適 合 検 査 材
(PressureIndicatorPaste,keystone
Industries,USA)を塗布 し,口 腔内に挿入する
際に口唇に強 く当たる部位 を検出し,削合 しなが
ら形態修正を行った。義歯が口腔内に挿入できる














第2の 方法は,ま ず分割 と組み立てが可能な構
造を有する トレーを製作 し,印象時には一方の ト
レーで印象 したあとに,他 方の トレーを口腔内で
組み立てて印象する方法である10)。印象 を取 り出
す際には トレーを別々に撤去 し,口腔外で再度組
み立ててから石膏 を注入 し模型を製作する。 この
方法は トレーの分割 ・組み立てに工夫を要 し,口
腔内での操作が複雑になるが,歯 列の再現性が高
い。
今回は第2の 方法を採用し,次 の点に留意 して
分割 トレーを設計 した。上顎の分割 トレーは,残
存歯 と顎堤 との位置関係 を正確に再現することを
優先 し,先 に挿入する右側半部の面積は口腔内挿
入が可能 な範囲で拡大す るとともに,ト レーのハ
























とか ら,印象撤去後の トレーの再現性 においても
優れていたことが示 された。
結 論
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鈴 木 み ど り:小 口 症 患 者 に 上 下 顎 レ ジ ン床 分 割
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